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かかりつけ医との連携強化の取り組み」
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富山市
総面積：1,241.70平方キロメートル
人 口：407,494人 （R5.6末現在）

世帯数：184,816世帯（R5.6末現在）

富山市

富山市、富山市医師会について

富山市医師会
【沿革】
明治40年 設立
昭和22年 社団法人へ移行
平成25年 公益社団法人へ移行

【会員数（R5.8.1現在）】
A会員(開業医) ：313名
B会員(勤務医等)：447名
C会員(その他) ： 61名



本　部

富山市医師会
（総会、理事会、各種委員会）
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常 勤 医 師： 1名
看 護 師： 6名
臨床検査技師： 1名
事 務：12名
臨 時 職 員：19名

事 務：10名
臨時職員：1名

看 護 師：14名
事 務： 3名
臨時職員： 8名

常勤医師： 8名 診療放射線技師：13名 事 務： 29名
看 護 師： 5名 臨床検査技師 ：27名 臨時職員：124名
保 健 師： 3名 管 理 栄 養 士 ： 2名

本 部：2名



公益社団法人富山市医師会各部署

事務局 健康管理センター

看護専門学校 急患センター



臨床検査事業
〇医療機関からの受託検査（血液、尿、細菌、病理等）
〇PCR検査の受託開始（医療機関、個人・企業、富山県・富山市保健所からの委託事業）
〇住民検診、職域健診、学童検診からの受託
〇特定健診・特定保健指導・・・請求代行
〇ホルター心電図（機器の貸出、解析、判読）
〇診療工房
・検査データ閲覧機能
・公的病院と医療機関、健診機関と医療機関の間で検査データや検査画像の診療情報の共有化
・医療連携ネットワーク「たてやまネット」において、医療と介護の連携
・診診連携、施設検診の画像ファイリング

健診事業
〇医師専用日を設けドックを実施（診療前の早朝、日曜日に実施）
〇精密検査が必要となった受診者への説明、受診調整（医療機関連携室の運用）
〇精密検査受託医療機関マップの作成（ホームページ内でGoogleマップと連動させると同時に部位別
検索が出来る）

〇健診データを希望する医療機関へオンラインにて配信（診療工房を用いた情報共有）
〇診療支援（医療機器等の共同利用として依頼検査を受託）

CT、MRI、マンモグラフィ、乳房エコー、在宅ポータブル胸部X線、ホルター心電図、肺機能、
視力、聴力、骨密度、出張栄養食事指導 等

〇医療従事者セミナーの開催（医療従事者への情報提供）
〇医療従事者対象に専用日を設け健診を実施（特別値引あり）
〇産業医紹介
〇ストレスチェックの実施（産業医と事業所をサポート）
〇地域産業保健センター事業（産業医と50人未満の事業所をサポート）

共同利用施設としての取り組み



病院
（地域連携室）

かかりつけ医

受診者

紹介

逆紹介

紹介

返書

紹介

返書

医療機関への紹介・段取・
受診勧奨を行う

健診
受診

健康管理センター
（医療機関連携室）

かかりつけ医以外に
紹介した場合、本人
了承の上、対応内容
を報告

健康管理センター医療機関連携室の運用



● 精密検査受診先の決定を支援
• 病状に適した受診先を案内する

• 受診者が病院選びに迷わない

• 受診日時を決定

• 予約をとり、待ち時間を短縮

● かかりつけ医との連携を支援
• かかりつけ医の紹介

• かかりつけ医以外を紹介する場合は本人了承の上、紹介内容をかかりつ
け医に報告

医療機関連携室の役割

健診から日を空けずに受診先や受診日時を明確
にすることで精密検査を受診しやすくなる



2018年度
(連携室運用なし)

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

紹介状
対応数
(件)

297 214 142 232 402

医療機関
受診数
(件)

248 202 138 225 373

医療機関
受診率
(％)

83.5 94.4 97.2 97.0 92.8

紹介状対応件数と医療機関受診率



紹介状
対応数(件)

医療機関
受診数(件)

医療機関
受診率(％)

全体 402 373 92.8

当日
（対面）

153 147 96.1

後日
（非対面）

249 226 90.8

2022年度 対応別医療機関受診率

【当日(対面)】
内科診察または結果説明時に医師より医療機関連携室を案内し、受

診調整のうえ紹介状を渡す

【後日(非対面)】
健診後日に電話等で連携室スタッフが説明の上相談し、紹介状を郵

送する



紹介状
対応数(件)

医療機関
受診数(件)

悪性腫瘍(件)
悪性腫瘍
疑い(件)

心電図 169 155 － －

血圧 63 55 － －

糖代謝 49 40 － －

上部消化管
内視鏡 43 43 4 0

肝機能 35 29 － －

脂質 28 24 － －

胸部X線 24 23 0 3

腹部超音波 20 20 1 0

その他 96 91

2022年度 紹介状対応の内訳（重複あり）



紹介状
対応数(件)

割合(％)

公的病院 210 52.2

病院・医院
・クリニック 192 47.8

2022年度 紹介先の内訳

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNIXwe8VUC3IAJC2U3uV7/SIG=1210ec9jp/EXP=1422314864/**http:/komoro-kosei.com/dept/imgsrc/dia01.png


かかりつけ医の有無 件数 割合(％)

かかりつけ医 あり 151 37.6

かかりつけ医 なし 249 61.9

不明 2 0.5

2022年度 かかりつけ医の有無と紹介先の状況

紹介先及び
かかりつけ医への報告状況

件数 割合(％)

紹介先がかかりつけ医 75 49.7

かかりつけ医はあるが、
紹介先がかかりつけ医ではない

67 44.4

かかりつけ医に対応報告あり （ 32 ） －

かかりつけ医に未報告 （ 35 ） －

不明 9 5.9



結果同封用の精密検査実施医療機関一覧表



ホームページにて精密検査実施医療機関検索

①検査部位を選択

②Googleマップと連動

当ｾﾝﾀｰﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ抜粋

毎年、会員へ部位別精密検査実施可否の調査を行い、回答を得た上で精密検査対象者へ情報提供している。
新規開業された会員には、都度調査を行い、常に最新情報の掲載に心がけている。



③医院情報の閲覧が可能

医療機関名をクリックすることで、

医院のホームページへリンク



診療工房について

•開業医、富山市医師会健康管理センター、各医療機関とをむすび
つけるシステムツール



検査ビュアー機能

画像ファイリング

画像受信

電子カルテとの連携

地域連携システム

画像送信

MEオンライン

複数ラボからの検査データの一元管理

各種モダリティーからの一括簡易ファイリング

病理・CT・MRI等の画像付きレポートのオンライン受信

商用電子カルテとのシームレスな連動

公的病院との連携
（公開カルテにログイン、逆紹介患者データ受信）

胃癌、肺癌検診等でのオンライン画像提出

院内検査機器からのオンラインデータ受信（オプション）

診療工房の主な機能



診療所A

SRL、BML
等検査施設

たてやまネット

診療工房サーバ（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ）

・検査結果送信
・健診結果送信
・画像ﾃﾞｰﾀ受信

・健診結果送信

・検査結果受信
・健診結果受信
・画像ﾃﾞｰﾀ受信
・画像ﾃﾞｰﾀ送信

・画像ﾃﾞｰﾀ送信

ネットワーク図全体

・検査結果受信

診療工房ｸﾗｲｱﾝﾄ

公的病院

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

富山市医師会
健康管理センター

富山県健康増進センター
（健診施設）



診療工房ｸﾗｲｱﾝﾄ







• 2018年12月に健診部内に「医療機関連携室」を開設し、健診後に医
療機関への受診をサポートする体制を整えた。健診結果から緊急度
の高い受診者等に、精密検査や治療が可能な医療機関等を受診者と
十分に相談しながら紹介し、特に対面での説明で高い精密検査受診
率を達成した。

• 精密検査や治療が必要となった受診者に対して、紙面に記載された
精密検査可能な医療機関の一覧表を同封すると同時に、2022年度よ
りホームページ内で、検査部位別に医療機関を検索ができるように
設定し、Googleマップでも医療機関の位置を確認できるようにした。
また、検索された医療機関名をクリックすることで、その医療機関
のホームページへリンクできるよう、利便性を高めた。

• 富山市医師会では、診療を支援するためのソフトウェア「診療工
房」を稼働させている。かかりつけ医は、健診受診者本人同意のも
と、診療工房を介して当センターの健診受診者の検査結果や画像を
閲覧することができ、受診者の健康管理に寄与することができると
考えている。

まとめ①



• 2023年６月、診療工房が取り込める検査結果のフォーマットを、
SS-MIXに対応可能な仕様に変更を行った。これにより、当センター
以外の健診機関のデータであっても、健診システムからSS-MIXの検

査結果を出力できる施設は、診療工房を介してかかりつけ医への情
報提供が可能となり、「健診連携」・「健病連携」に一層の貢献が
できるものと考えている。

• 健診は地域保健や産業保健と関わりながら疾病やその疑いのある受
診者を医療に繋げる役割を担っている一方、かかりつけ医にとって
も、かかりつけ患者の診療にあたり有用な情報となりうる。

• セキュリティー対策に十分配慮しつつ、今後さらに医療情報の共有
化などを通じて、受診者と医師会会員医療機関の双方にとってメ
リットのある、また現場の診療に貢献できる事業を行っていきたい
と考えている。

まとめ②



ご清聴ありがとうございました


